
CPR+指示医師による具体的指示及び結果報告（必要があれば二次的な気道確保を考慮）

病院到着後医師に引き継ぐまで、または患者の脈拍が触知可能となるまでCPRを続ける

 心肺蘇生プロトコール

心肺停止確認
CPR開始(酸素投与・モニター/除細動器装着

ショック適応のリズムか？

心静止・PEAVF/無脈性VT

④へ

２分間CPR実施
※静脈確保・薬剤プロトコール（指示要請）

・アドレナリンを3～5分ごとに投与

ショック適応のリズムか？

電気ショック
２分間CPR実施

・指示医師による具体的指示
（気道確保・薬剤プロトコール参照）
・アドレナリンを3～5分ごとに投与

ショック適応
のリズムか？

・自己心拍再開(ROSC)の徴候がない場合は⑥
または⑦へ進む

・ROSCがみられた場合には意識・呼吸・循環
の評価を行い速やかに医療機関へ搬送

２分間CPR実施

ショック適応のリズ

ムか？
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できるだけ早急にアドレナリン投与

電気ショック
２分間CPR実施
静脈路確保

(電気ショックプロトコール参照）


